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1 「吉野の山村生産用具」の県指定によせて浦西

①吉野の山村生産用具の意義

紀ノ川上流の通称吉野川流域(西吉野村・

下市町・大淀町・黒滝村・吉野町・川上村・

東吉野村)、新宮川水系北山川流域(下北山

村・上北山村)および新宮川水系新宮川本川

(十津川)流域(十津川村・大塔村・野迫川

村・天川村)は古い林業の歴史を持っている。

天川村においては明応九年(150の、大永二年

(1522)の年号のある杉山売買文書が残され

てぃるじじ上北山村では江戸初期寛永六年
(1629)の山林保護のための禁制文書も残っ

てぃるゞまた、吉野川上流の黒滝村・川上村

両村は、近世初頭から吉野川を流す木材に対
J.とコ L 、々. ]

して、税を徴収すること巻徳川幕府から許さ
くちやく

れていた(口役銀制度)。このことはすでに組

織的に木材を伐り、それ在水運により搬出し

たことを示すものである。また当然、伐採し

た後、植林し育成する人工造林(林業)が発

達したのである。浩野林業全書』(明治31

年干山にはその植林の最初は文亀年問(巧01

~1503)の川上郷で、その他の地域でも元禄

年問(1能8~]703)までにすでに植林が行わ

れたと記している。このことは明治頃に残っ

ていた最も古い造林地の樹齢からも知ること
イ1L'

ができる。このように、吉野地方に力いて早

くから人工造林による林業が盛んであった。

わが国においては、人工造林の古さでは吉野

地方は、木曽地方・秋田地方と並び代表的な

地域なのである。

このように、吉野林業は近世初頭から始ま

つており、その歴史はすでに 350年の永きに

およんでいる。この地プjに住む人々は、この

吉野林業を永きにわたりささえてきたのであ

り、私達は吉野地方を語る時、まず吉野林業

の歴史をとりあげねばならないだろう。

だが、吉野林業を語る文献は決して多くは

ない。特に、吉野林業をささえた人々の歴史

(山枇技術の歴史や木工の雁史)を知り得る

記録はほとんど無いと言って良い。とすれば、

この地方左語るには、今日まで残された遺品

(民具)や伝承によってしか知り得ないので

はないか。このような意味から、収集された

この地方の山村生産用具は意義のあるものと

信じている。多くの吉野,林業にたずさわった

人々から当館に今日まで残された遺品(民具)

が寄贈され、 1226点にも達した。吉野の山村

生産の民具から吉野地方、また吉野の人々に

ついてさまざまなことを語ってくれる、大変

良いコレクションになると思、う。
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②吉野の山村生産用具

当館に集まった吉野の山村生産用具を大別

すると次の通りである。

▲木挽用具(コビキノコ)
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1 山椎用具

2

これは植林、伐採、搬出

などに使った用具。

木工用具

3

'吉^社也方でV)産する村オを、

加工した職人達の用具。

点数や小分類は別表を参照していただきた

い。また、スペースの都合でそれぞれの資料

についての詳細な説明は別の機会にゆずるこ

とにする。

なお、吉野の山村生産用具は県指定有形民

俗文化財の指定記念展として、同名称で、昭

添掻きおよび塗師の用具。

和58年4月7日から 9月Ⅱ日まで当館にて展

示公開する予定である。

民俗博物館だより

習

奈良県指定有形民俗文化財「吉野の山村生産用具」収集町村別一覧表

(3)今後の課題

資料は多ければ多いにこしたことはない。

今後とも吉野地方の人々の協力を得てこのコ

レクションを豊かにしてゆかねばならないと

思、う。また、今後これらのコレクションによ

つて吉野地方を研究し、地域の良き精神的さ

さえにしなければならないだろう。

注①「天川村史」 132ページ

② r士北山村の歴史」]25ページ

③「吉野・熊野の林業」(rH本産業史大系6

1近畿地方編」,刷勵 247ページ
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年

大和の各地では、現代も正月に年占を行な

つているムラがあり、その年の農作物の豊凶

を占う神事や仏事がみられる。

たとえぱ、大和郡山市矢田町の矢田坐久志

玉比古神社や奈良市富雄中町の登弥神社の粥

占神事も年占七して周知されている。

また、今日では伝承のみになってしまった

が、奈良市押熊町の年越し、すなわち節分の

日に豆を煎り、盆で蓋をして、この盆のシメ

リ具合いで、その年の農作物の豊凶を占う年

占もあった。これらの年占については、す

でに「予祝儀礼としての年占と結鎮祭」(「民

俗博物館だより」第6巻3号)で呪術的要素

を示すことを触れたので、ここでは詳しく述

べないことにする。

このように大和・奈良県にもいくつかの年

占がみられるが、大和以外の各地方の年占

をここで紹介し、'年占に共通_する基盤を窺
うことにしたい。ただ、この基盤となるもの

が<農耕>であることはいうまでもないが、

この農耕を士台としたそのものの上に構築さ

れた農村落の人々と神仏とのかかわり方をみ

ることにある。

** *

まず、はじめに石川県・辰口町の年占の

様子を垣間見ることにしょう。

この辰口町のムラでは、]月15日の左義長

の日に、古くから農作物の豊凶を決める綱引

きの行事が行なわれてきたのである。

この日の昼過ぎてから(午後3時頃)、村中

の藁を集めて綱をなうのである。直径5寸、

長さ50尺ほどの太い綱に仕上げてぃく。この

綱が編み上がって、タ刻から綱を村のカイド

の道へ運ぶ準備を行ない、夜になってから上

手に若者(若衆)、下手に女・子供が相対して、

この綱を引き合うのである。この綱引きの結

果、勝った方が豊作になると古くからいい伝

えられているのである。

一方、さきに奈良市押熊町の節分の豆で年

占を行なっていたことに触れたが、この事

例と同じ様相の民俗例として、福井県・金津

占 一左義長と粥節供との関連性から

町のムラで節分の日に年占が行なわれている

のである。この年占は、この村では「粥占」

といわれている。

毎年、・その年の豊作物の豊凶を占う方法と

は、節分の豆を煎るとき、豆の上にオキ(焚

人の灰や木炭の上にできた白い灰のこどを

のせて、その焦げ具合いをみて占う仕方であ

る。

この節分すなわち年越しの日やトンドつま

り左義長の日に行なわれる年占の民俗事例

を 2 つ挙げてきたが、この 1月15日のトンド

あるいは左義長、さらに火祭というように各

地方によって行事の名称が異なる反面、行事

内容は大雑把にいって同じ様相を呈するとい

える。ただ、和歌山県・日高町のムラのトン

ドすなわち「火祭り」は、村人(大人)が中

心となった正月の最大の行事であった。そし

て、新しい年の聖火を祭ることが主な目的で

あり、この人のもつ威力が年頭祝いや厄払い、

さらに年占に使われたということである。こ

の年占に関しては、さきの 2例と若干異なる。

また、相違した事例としては、同じく和歌山

県・岩出町のムラで行なわれている 1月15日

の小豆粥を果樹に供えると、その年の果物が

豊熟するといういい伝えがある。これも一種

の年占になるかもしれない。

この小豆粥の供え方も興味を引くので、こ

こで挙げると、

二人が畑に出かけて、内一人が鉈で木の幹

をたたきなか'ら、「ナラナキロ」と大声で

呼ぷと、もう一人がこれに答えて「ナリマ

ショウ」と大声で返答して、その木に小豆

粥を供えて祝う。

という二人の掛け合いによって祝い事を行な

い、果物の豊作を願うのである。

このように大和および各地方の年占の民俗

例を窺ってきたが、 1月15日のトンドあるい

は左義長と関連する年占があることを知る。

そして、この左義長と粥との関係も興味をひ

くが、まず1月]5日と年占とのかかわりが古

くからあったのか、否かについて若干史料を

奥野義雄

( 3 )



繕いて触れてみることにしたい。

***

まず、平安時代の史料から室町時代の史料

のいくつか左播きながら検討していくことに

しょう。

『中右記』の大治二 a127)年正月十五日

の条をみると、「從暁更雨脚殊甚、臨未刻雨

止、殿下給御消息、云、來十七日可被行除目」

云々とあるが、関連する記載はない(『則補史

料大成」]3所収)。同様に同記の長承四(Ⅱ35)

年一月十五日の条においても「有僧事」とい

う記述に関するものであった。

この時代には左義長の行事は正月十五日に

行なわれていなかったのかもしれない。

そして、 13世紀に入るが、『公衡公記』の

弘安十一 a288)年正月十五日の条をみると、

「主水司獻七種御粥」という文句があ'るが、

関連する行事であったか、否かは詳かではな

い(『史料纂集』所収)。

しかしなか'ら、 N世紀に入ると、次のよう

な文言がみえるのである。すなわち、『師守

記』の康永三 a344)年正月十五日の条に、

谷白粥如例、參家君御前有勸盃、幸甚、、
剰

立春朝也、

とあり、粥をこの十五日に食べたことが窺え

る(傍点一奥野、以下同様にて、省略)。同様

にして、同『記』の貞和三 a347)年正月十

五日の条にも、

天晴、今日粥如例、於予方勸盃有之、幸甚

、注
、

今目殿下粥御節供事、先々被宛家君、然而

被申子細了、

とあり(『史料纂集』所収)、正月十五日と「粥」

すなわち「粥節供」との関連が見出し得る。

だが、左義長や年占とのかかわりは、史料

をみる限りにおいて、皆無に近いほどである。

ただ15世紀に入ると管兒の史料から「粥」

と「サキウチャウ」(左義長)とのかかわり

を知ることができるのである。すなわち、『經

覺私要紗』の康正二 a456)年正月十五日の

条に次のような記述がある。

粥専如例、手長如意賀、予着会衣祝着了、
一古市粥一鉢・久喜等給之、仰祝着之由了、

一出高縁号キδ手÷占見物之、予輿也、如
一意賀・古市兄弟召具了、有一獻三獻也、

とあるのか'それで、例のごとく「粥」つまり

粥節供があり、経覚自身も高縁に出て左義長

を見物したことが窺えるのである。

また、この経覚大僧正と同時期の尋尊大僧

正の日次記である『大乗院寺社雑事記』の寛

正三 a462)年正月十五日の条をみると、「御

粥御後見調進、予・手長・役人等付衣」と記

載されているのみで、粥節供と左義長との関

連を示唆する記載はない。この同『雑事記』

をみるかぎり、寛正六(1465)年正月十五日

の条の「朝飯之次御粥進之、二色、予付衣、

役人同、手長依風氣不參」という記述や、文

明十(1478)年正月十五日の条の「粥手長榮

菊丸、役人親舜、付衣如例也」という文言か

あるが、十五日における両者のかかわりにつ

いては窺えない。

だが、同『雑事記』の長享三(1489)年二

月八日の条の
(輔〕

一去十四日夜傳害今在所公事出來、其後日

象中進霞、又一昨日、帳本者佐川披官人

也、進發了、土キ占丁足釖事云云、

という記載で「三キウ丁」=左義長の存在を

知ることができるが、その期日については明

らかでない。

一方、 16世紀になると、『多聞院日記』の

民俗博物館だより V01.Ⅸ NO.4
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▲トンドつくりの光景(橿原市大久保)
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永禄十(1567)年正月十五日の条をみると「花

林院サキチャウ近年無之、當年在之」とあり、

また、永禄十二(1569)年正月十五日の条に、

一散鬼打、天氣快然、珍重々々、粥御祝轟
、坊、早旦出了

とみえて、左義長と粥節供につぃての記載が

窺えるのである。

そして、このようなかかわりは、同『日記』

に散見するとともに、元亀二(1571)年正月

十五日の条にみえるごとく五穀豊稜とのかか

わりが生じてくることを示唆しているようで

ある。すなわち、

天氣快然、散鬼打如例、

月十三鐘之時分二御入、先月大ノ問可餘之

處如此、五殻成就珍重、,、赤粥祝義如常、

森岡入道礼二來了、不見參、

とあり、十五日には「散鬼打」すなわち左義

長が行なわれたこと、この行事が「五穀成就」

を祈願したものであったこと、さらに「赤粥」

つまり小豆粥が「如常」に行なわれたことが

理解できるとともに、この時期に五穀豊稜の

民俗行事と結びつく「散鬼打」が生起し、こ

の日に粥節供が行なわれることか旧常の生活

のハ゜ターンとして定着してぃたであろうこと

を知る。

しかし、民俗事例である<年占>がいつ頃

醸成してきたかは詳かでない。ただ、推察し

得ることは、すでにみた「五穀成京尤」云々と

いう文言から、農ま剣義礼とかかわりを示す左

義長や粥節供の行事の中へ、マジカルな要素

を付帯させていく観念が生まれ、そしてこれ

らの行事が民衆の日常生活に溶け込むにした

がって、民衆の側から創り出ルた呪術的なも

のとなっていったのではないか、ということ

を考えざるを得ないであろう。

だが、正年十五日の行事として室町時代以

来行なわれてきた左巽長や弾預簡共は、現代ま

で悠久の歳月を経ながらも大筋においては変

化はないといえよう。この大筋に各地域の社

会的要求によって付随してきたものが、「年

占」の民俗的在り方ではあるまいか。

大雑把ではあるが、このように'年占、にっ

いては明確さを欠くが、た義長や粥節供を捉

えることができ、<年占>・<左義長>・く粥

節供>の三要素を正月十五日にみられる文

化的側面から究明することによって、年占や

左義長そして粥節供の本来的な意図するもの

力Ⅷ肝寉にし得るのではないかと考えるととも

に、そこにーつの課題があるといえよう。 こ

の問題の提起をもって結びとしたい。
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昨年4月に民俗博物館に勤務してからもう

すぐに1年を迎えようとしている。

民俗学という聞きなれない言葉も今日此の

頃ではいつしか親しめる様になり、館長以下

全職員に支えられなか'ら早く追い付き、曲り

なりにも民俗学の一端でも理解出来ればと毎

日努力をしているところである。

当館も昭和49年Ⅱ月に開館して以来、来年

度で丁度10年目を迎えることになる。館とし

て今後は有形民具或いは、無形の芸能伝承資

料の収集、情報交換などの中核的な所謂セン

ターとしての機能と発展をめざして新たな意

欲に燃えている。

さて昭和57年度の事業報告として特筆すぺ

き事は、旧木村家住宅の復原工事があげられ

る。旧木村家住宅は文政4 (1821)年に十津

川村旭地区に建設された十津川地域の代表的

な住宅で、昭和50年1月に関西電力の御厚意

により寄贈を受け、かつ解体移転の労を煩ら

わした次第であり、ようやく復原の運びとな

イ)〕0

これで当初からの念願であった15戸建設予

定の民家の内、吉野集落への十津川民家の建

設がようやく実ることになった。また、次に

いまではほとんど使われなくなった山の生産

用具],226点が『有形民俗文化財』として県

指定するようこのほど県文化財保護審議会か

ら県教育委員会に答申され、当館所蔵の民俗

文化財が一躍脚光を浴びることになった。

ひるがえって今年度は特に報道関係による

PRが再三に渉っておこなわれ、いやがうえ

にも当館の存在と認識が高められ、体.験学習

においては、県外等からの申込が多数見受け

られた。例えば7月末に実施した「初歩のはた

おり」では定員の約3倍強におよぶ申込があり、

やむなく抽選会を経て40名の受講者を選定し

盛会裡に体.験学習を終えることができた。

一方展示ナ昜の「藁と生活」「農具一農具

のテーマー展は共に農業にみる先人の知恵 」

と関連のある催しもので、農業と生活のかか

わり左、又農耕をおこなうための農具から見

民俗博物館だより

た稲作の文化をそれぞれ感じ取ってもらった。

特別テーマー展「奉懸絵馬と村のくらし」

では、昨年に引き続き絵馬を主題として奉懸

絵馬と村全体の生活とのかかわり合いから更

に祈願、信仰から神仏に奉納すべき踊りや相

撲をはじめ、芸能的要素をもったものへと創

造していったことを提示したが、今回も大へ

ん好評であったと自負している。

次にもうすでに一般的に普及されてきた民

俗カルチャー講座も今年度で第3回目を迎え、

回在重ねる毎にますます内容が充実し、民俗

学・考古学等の専門家を招聰しての講義をお

こない、それぞれ民俗文化の一端を理解し、

その文化の源流を探る機会が得られたと思、う。

次に57年度公園用地の買収については今年

度も 5,900金余を買収し、全公園敷地の約70

%が買収出来た。

また大和民俗公園の整備事業については本

年度は公園東地域の園路広場修景施設の整備

等をおこない除々にではあるが、公園の体裁

が整ってきた。

最後に館への入館者は、年々増加の傾向に

あり2月末で昨年3月末の観覧者を越える入

館者があり、本年度末には相当の伸びがある

と其斯寺している。

以上が昭和57年度事業の主女るものを拾い

上げたが、詳細は次の通りである。

司博物館事業ト

゛展 刀く

昭和57年4月8日から 9月12日まで

テーマ展「日々のくらしシリーズ藁と生活」

昭和57年9月23日からⅡ月Ⅱ日まで

特別テーマ展「奉懸絵馬と村のくらし」

昭和57年]1月21日から昭和58年3月27日まで

テーマ展「農具一農貝・にみる先人の知恵一」

・ト速報展

昭和57年2月21日から 6月19日まで

民俗文化財速報展「庚申講と六斉念仏講」

昭和57年6月20日から 9月22日まで

民俗文化財速報展「町屋の民具」

昭和57年9月23日から12月18日まで

民俗文化財速報展「祈願・授与4珠会馬」

昭和57年]2月19日から昭和58年3月27日まで

V01.Ⅸ NO.4
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民俗文化財速報展「膳と重箱」

゛移動展

昭和57年5月1日から 5月29日まで

移動展「むかしの商用具」(南都銀行聖瑞)

昭和57年7月8日から 7月27日まで

移動展「晴れの膳と普段の膳」(同上箆張毘)

昭和57年8月27日から 9月10日まで

移動展「特別テーマ展」紹介(同上本店)

昭和57年10月2日からⅡ月6日まで

移動展「収穫の民具」(同上聾岩)

昭和58年2月]5日から 2月25日まで

移動展 rテーマ展」紹介(同上本店)

昭和58年3月4日から 3月6日まで

移動展(教育普及)「大和の民俗生活の用具」

(生駒市中央公民館)共催生駒市教育委

員会・生駒市中央公民館

修・民俗カルチャー講座(3年目)

民イ谷コース 1 昭和57年5月~ 6月(4 回)

57%陶・磁器の普及巽淳一郎氏

X 江戸時代の食べ物岸田定雄氏

%中世の雑器を掘る稲垣晋也氏

%木簡にみる古代の食べもの鬼頭清明氏

民俗コースⅡ昭和57年10月~1〕月(4 回)

57%念仏芸能と民俗大森恵子氏

%南都都完にみる庶民信仰資料柴田実氏

%祖先崇拝にみる仏教と民衆田中久夫氏

%仏教文化と民イ谷五来重氏
民家コース昭和58年2月~ 3月(3 回)

58%古代の鎮壇修法を読む森郁夫氏

%中・近世の鎮宅呪符を解く水野正好氏

%近世民家にみる棟札と普請帳吉田靖氏

・1・体験学習講座

576月6日チマキつくり

7月31日~ 8月1日初歩のはたおり

9月26日ナベツカミつくり

Ⅱ月28日シメナワつくり

581月23日タコつくり

3月20日ワラフゴつくり

゛民俗資料煉蒸

昭和58年3月27日から 3月30日まで(予定)

珪・印刷物

研究紀要 弟 7 万'

博物館だより V01.ⅨNO.1 ~V01.ⅨNO.4

特別テーマ展図録「奉懸絵,馬と村のくらし」

博物館概要書(改訂版)

司広報活動ト

.1.テレビ・ラジオ

57%館蔵品・民家取材(NHK12・教育番

組「絵巻物の世界,

%体験学習紹介(奈良TV放送・県政ウ

%民俗博物館・民家紹介(関西テレビ・

%体験学習講座「初歩のはたおり」取材・

放映(NHK奈良・近畿の話題)

%民俗博物館紹介(NHK大阪・ ^ コ、

スワイド 6 30 )

%特別テーマ展紹介(奈良テレビ・県政

クリー)ウイ

58%民俗博物館、民家紹介(NHK奈良・

ニュースワイド6 30)

司日記抄・博物館実習ト

57%仏教大学博物館実習(見学)

%仏教大学博物館実習(見学)

孤~%駒沢大学博物館実習

%竜谷大学博物館実習(見学)

%大阪芸術大学博物館実習(見学)

%大谷女子大学博物館実習(見学)

%奈良大学博物館実習(見学)

%武蔵大学博物館実習(見学)

司管理・運営ト

施設係技師倉窪孝館長奥田猛

次長稲田安正 字芸係長奥野義雄

総務係長田中幸男 学芸主事大宮守人

0 浦西勉主事西岡利男

0 和田泰子 0 1恵田陽子

嘱託川島享事務職員家城貴子

建造物係長長谷川晋平

・1・人事異動

伸云入> 574月1日付・次長稲葉安正、

581月5日付・事矛努職員家城貴子

純云出>詔 4月1日付・次長松井茂、 12

月26日付・事務職員梅田佳代

゛民俗専門部会

池田源太(奈良教育大学名誉教授)、堀井甚

一郎(奈良教育大学名誉教授)、平山敏治郎

(成城大学教授)、岸田定雄(近畿民俗学会

代表理事)、林宏(八代学院大学孝剣劉

゛民家専門部会

杉山信三(近畿大学孝餅對、岡田英男(奈良

国立文化財研究所平城宮跡発掘調査部長)、

吉田靖(奈良国立文化財研究所建造物研究

室長)、青山賢信(大阪工業大学教授)

・ト昭利57年度予算(単位千円)

0民俗博物館運営費 108,990

0公園建設事業費 97,000

0公園管理事業費 6,215 合計 212,205

司公園等整備事業ト

珪・民家

旧木村家住宅復原完成(昭和58年3 目)

旧木村家住宅復原に伴なう防災施設・環境

整備(昭和認年3月)

・1・公園整備※累計を示す

公園整備面積※約玲ha
じ欠長)

ーク

ヘイ丁き

(

%民俗博物館・民家紹介(関西テレビ・

奥さまりビング)
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寄贈民俗資料分類目録

昭和57年3月より昭和58年2月に至る問、 41名の方々から 1,048点、に及ぷ民俗資料を

ご寄贈いただきました。ご芳名を記し、厚く御礼申し上げます(順不同、苛鯆都割。

集ナ也分類番号・二は]査番月 民イ谷資半斗名 チ采数量
■衣・食・イ主
〔A〕服飾
A^A 192

192

193

194

1945

1946

1947

1948

1949

1950

]951

1952

1953

2084

2085

2086

2203

2280

2342

2344

1960

2237

砺大

リ

民俗博物館だより

0

イ'

.ニ,

ι・

0

^

得彬殿り

0

七,

ゾウリ

ゴンゾゾウリ

ツノムスビソ'ウリ

ミ ノ

カメノコ糸并のオコシ

天j1レくカマ

ゾウリ

金寛

キヌタウチ

V01.Ⅸ

.3、

^

NO.4

生駒市高山町

B-C

B^D

0

門゛

JI゛

才甬
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.1、

ι

寄貝曽者氏名

ウ

力 「7

才反ナ叉,

サイト(大)
ウし」→

スリコギオ奉

ι'

.ニ,

^

B^ 1

三E

有山

^

上井女田丁辛斤田丁

ι゛

'斥勺、イ^

ι'

0

〔C〕住
C-B

生駒市高山田丁

今中イ尹・一郎

イ゛

イ'

0

"善

0

イ'

0

C-C

C^D

0

砧モ
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ι'

中島

有山

'中、イ麦

一夫

忠げ麦有山

ι'
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ノ

正雄

,中、イ麦

大和君B山市高田口町

ウ

ι'

辻本 勇

藤本佳伸
玉井栄・一郎

田原本町宮古

生馬句市高山田丁
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平田甚一郎

^
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1925

1926

1927

1932

1941

1943

1956

1986

2023

2167

2175

2176

2190

2201

2225

2273

1961

1962

2166

C-D

アン ドン
ι、

ι.

C-E

2181

2182

2187

2228

2230

2231

2232

2234

2235

1901

1902

1903

1904

1905

1906

1968

1969

2183

2184

2185

2240

2241

1907

1908

1909

1910

1911

1912

1913

1940

1955

1970

1971

1991

2081

2083 、

2126

2186

2188

2189

2238

2242

2243

2244

2247

228〕

2284

2282

2283
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民俗調査抄報⑲

副業としての莚織について

昔は、農家では、藁細上を農閑期や夜なへ11戸"と し

てすることが多かったが、それを訂、交川だけでむく 副

北業として行うところもあった。f列えば、莚織りは、

葛城郡上牧町新村(現件の新ⅢD、河合町佐味Ⅱ_1、磯城

郡田原本佃Π尹り・戸、桜井「h太mをどか犠んで島った。

紡績下.場が大和郡山市や大和高田「1iにできてから、昭

和24・ 5 午頃ダンホール箱が筈及するまでは、村"班川

の梱包に使う莚の需要か多かった。

1.〒に、印1合町佐n末田は盛んで生業といってよいほど

であウたので、佑,叫ミ田の例を桜;号しようと.W、う。川Ⅱf,

25イfぐらいから紡縫川の莚問屋をはしめた上゛上家では、

商Ⅱ]・郡111・大1坂市'F野・貝塚のユニチカ 11場に莚を

ず亡リていた。昭干IB 午上貞が111陛期で、'京々のカトから

,首゛揣にかけて、すらりと莚左 f した唖U1かみ'フ,児たと

L、

この莚を仙川Πh川川にみると、紡結川の梱包の莚の

f屯剣1は次のと力りである。

1.厚莚:紲るとき藁を髮く鮎川

ι吊糸悃包川11〕毛イ止き(耳1、1き) 莚

①毛【耳)36(叶フロク) 莚

(莚の鏘の剖"))付きの幅3 尺(約90cm)、

1之さ 6 尺の莚の慈:。

②毛 365莚

モイ小き幅 3 尺、長さ 6 尺 5 寸

③毛37莚

毛付き帆3尺、長さ7尺

(2)毛なし莚:綿布11耳包川
2.陣莚:糸の原村とし'てアメリカから怖人した糸く

す梱包川

莚渕屋で人左雇い、莚2枚左紕で縫0て袋にす

^
コ

る。袋にしたものを文j市といい、例えば幅3 尺、

長さ 6 尺の場介、 36薄莚文応という。

↓リ、上の紡粘川の延のほかに、農川厚莚(柳乾燥川で

ー・般にはアキムシロという)やタマ才、キ、イモなど在

人れるフコも農京で作?た。そのうち、膿川厚莚は問

屋を通さずに売りに行りたり、フゴは北慕城郡広陵町

i尺のフゴ1剖"1に1,ワて 1」'つたりした。

莚雛+ル1本、大 1[江olf頃、 2 人川から 1 人川にむりた。

Π'京の藁は 1上リぐらいで使い三り、あとは、北1さ城1出

片凧岡'竹内、桜片lhモ輪などで噛入 L たぐらいである

から、他の 1'1'永川の藁製品,は、嚇ノ、tることが多かりた。

しかし」見仟は、莚;最りを个くしていないので桑は雅

1末や孔牛の飼11として光っているという。

※河介11リ'佐味仟1の上村良次氏・青木経春氏(共に1川

治43午りヲ、小1川ハルエ氏(1引冶421f4ヲからの1削

取誰1査をもとに鞁告L たことを付記し、ご恊力に

感謝いたします。

■編集後記■

n凝かい止Πt八はや彼方へ過ぎ、二村半ばに寒

匝U二兒俳bれて、寒さを肌に感じながらも三j・]左

迎えた。そして、今、「寒い,何力を感じながら、

"凌かい小春Π十11在切g1するΠ々。

この"タ大の摂卵を1虜哩となく通りチ友けてきた今・
・^1司じよ)に"凝かい 11羊しを求める。

士U谷公剛の1射木にも、この摂」甲を受けてはや10
午左迎えるものがある。歳月の小で消え上りた樹
の妖枯 t,あろう。ロマンの中てノ上まれロマンの1品

に所'されたもの。ロマンの1品小で花1瑚こうとした

t,の。すへてが1'1マ人のなせる業であろうが、そーこ

に、人の.業.が予Ⅱみ込まれて文化介1」造の要が'上ま

れる。人が文化介11造の<喫>となり、かつ人によ,

て、文化の介1」匙 1牛 t,災なる。また、 111代によ゛て

も違いを兒せる。そこにこそ文化介11造が立り、そ
れを上τつてきた人1川の爪みが島るのではなかろう

カ、。
(迭

徳田陽子
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奈良県立民俗博物館編集発行愚船9・Ⅱ奈良県大和郡山市矢田町545

★★★★お矢口らせ★★★★

民俗博物館の行事予定

☆58 4月7日~ 9月11臼

テーマ展「喋指、勤形民俗文化吋吉野のΠ」村生産用具」

☆上記のテーマ展は昭和57年度の県指定文化財a2

26点)に指定された「吉野の山村生産則具」(指定

申請名称)と同名称で村形民俗文化財の指定記念

の展示として行ないます。
58

☆同テーマ展の展示替えのため、胎 3月29目から4

月6Eほで期間テーマ展々示室を閉室いたします。

☆5月22日体験学習講座<御供餅つくり>

☆7月30日~ 7月31H 体験学習講座・特築く竹力

り>コー)

※体験Υ智講座は〔1由兒〒W米ま1か、付昇削布の関係ト_

参加希望の方は往復ハガキでH1し込むようにして下さい。

講座の吽問はPM I~PM 4 です、

☆昭和58年6月5日~ 7月17日民俗カルチャー講

座の<民俗コース 1>を開講します。

.民俗コース 1 <衣の庶民文化を探る>

聞y 編みと織りの文化を掘る

絵巻物にみる着物%

庶民と着物の接点%

晴れと嚢の着物文化を織る/11

,＼
1

、

{

.エ

※上記の池座は募リ'1Ⅲになりていま1ので、希望七は「鯰へ

1卞復ハカキで申し込んで卜さい'

☆予告:民俗カルチャー講座・民俗コースⅡ

(神々の民俗と芸能)は10H16日~ 11門20

口の開講です。

▲ムシロ織り

,ノ'、.
.、ノ'^盆

>,'i窒三、'チ,に、
il;キ門'ニ.'、、i゛_1

1983午 3 村25Π允行

倉07435③31n【代)印刷辻井写舶印刷朴

'^

勺

Aコ

ず

ι

゛

弐
一

、

、
,

.

一
一
.
、
,
、
、

十1

十
.
、

、

1

、
.
、
・
心
.
ゞ

1

凡
、

メ

て
.
き

し
イ
と

と
の
)

つ
Ⅲ
り

、

智
、

一
、
.
.
、

一

二

,
イ
 
X

.
ー
る

巴
取

ぐ
轟

オ
【

らく
ん

一

玉

ノ

'

ノレ一

古
や
に

<

一

1


